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r スタートアップガイド j 訂正 


本製品に添付の「スタートアップガイド」に誤りがありましたので、お詰びして訂正いたします。 



操作ノ \° ネルの設定項目~覧 ※表紙の裏側と、46ページに掲載されています。 

設定項目の表示順を、 JU 下のように訂正いたします。（[コピーモード]がトップ画面の次になります。) 
W 下は、ち（►マーク）のメニューボタンを押したときの表示順です。 

【誤】_ 【正】_ 


トップ画面」 


コピー ヒンシツウシ 

▼ 

コピーヨ ウシサイズ I 


コピー ノウド 


コテイバイリツ 


ニンイバイリツ 


コピーモード 


Language I 


ギャップチョウセイ 


ノズルチ：!：ック 


へッドクリーニンク I 


インクカートリッジコウカン 


インクザンリョウ 


キュウシ/ハイシ 


トッフ画由1 I 

▼ 

コピーモード I 

▼ 

コピー ヒンシツウシ I 

▼ 

コピーヨ ウシサイズ I 


コピー ノウド I 

▼ 

コテイバイリツ I 

▼ 

ニンイバイリツ I 


Language I 


ギャップチョウセイ I 

_ ▼ 

ノスレナ エツフ] 

▼ 

へッドクリーニンク I 

▼ 

インクカートリッジコウカン I 


インクザンリョウ 
_ ▼ _ 

+ユ ウン/ハイン1 


① 


[コピーモード]変更時のごを意 

用紙サイズや用紙種類などを設をしてから[コピーモード]を変更すると、設を済みの内容が自動的に 
変わってしまう場合があります。コピーの際は、必ず[コピーモード]の選択を最初に行ってください。 
また、[コピーモード]を変更した場合は、用紙サイズや用紙種類などを設をし直してください。 


• 32ページ1巧目 

1行目を、 W 下のように訂正いたします。 

【誤】ここでは A 4 サイズの原稿を、[カタンヨハク14ミリ]で2枚カラーコピーする手順を例に--- 
【正】ここでは A 4 サイズの原稿を、[カタンヨハク3ミリ]で2枚カラーコピーする手順を例に--- 


参 33ページ手順6のイラスト 

手順6のイラストを、 U 下のように訂正いたします。 

【誤】印刷結果のイラストが[カタンヨハク14ミリ]で印刷した例となっています。 
【正】手順説明の通りにコピーすると、下端の余白は 3 mm となります。 

① 


[カタンヨハク3ミリ]でコピーする場合のごを意 

32ぺージから33ぺージでご説明している手順でコピーを行うと、用紙下端の余白が 3 nnm じなります。 
この設をで用紙下端に巧伟瞬れが生じる場合は、[コピーモード]を[カタンヨ八ク14ミリ]に設定し 
てコピーを行ってください。 


• •• 裏面もお読みください 
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フチなしの原稿をコピーする場合、操作パネルの[コピーモード]を[フチナシ]に設定すると、[オートフイット]機能が 
自動的に選択されます。 

けートフイット]は、原稿のサイズを自動的に認識して、化力紙の大きさに合わせて自動的に拡大/縮ルして巧伟りする機能で 
すが、原稿を認識する際、原稿の内容によってはサイズを正しく認識できず、予期せめコピー結果となる場合がありますので、 
ご注意ください。 

例えば、じ(下のような原稿をコピーする場合は問題ありません。 


フチナシコピーを実行 


つチな しの A 4 サイズの写真 


正常にコピーできました C 


しかしじ(下のようじ、周囲に白い部分がある原稿を使用すると、正しくコピーできない場合があります。 


フチナシコピーを実行 


周囲に白い部かがある原稿 


周囲の白い部かがなくなり、拡大されてしまいました。 
画像の内容によっては逆に、予期せぬ白いフチが生じて 
しまう場合もあります。 


これは、オートフィット機能を使用する場合、ス羊ャナが、原稿の内容（色）がある範囲をサイズとして認識するためです。 

上の例のように、周囲に白い部分がある原稿で四辺フチなしコピーがうまくできない（オートフィット機能で原稿のサイ 
ズが正し<認識できない）場合は、じ(下の設をでコピーを行って<ださい。 

1. [コピーモード]で、[フチナシ]を選巧します。 

2. [コピーヨウシサイズ]で、出力したい用紙のサイズ（上の例では A 4) を選がします。 

3. [コテイバイリツ]で、[トウバイ：1000/〇]を選巧します。 

4. [ニンイバイリツ]で、104〜108%程度の値を指定します。 

(104 〜108%は、 L 判、 2 L 判、八ガキ、 A 4 の原稿を、同じサイズの用紙にコピーずる場合の目安でず。 L 一 L の場合は108%程度、 

2 L 一 2 L の 場合は106%程度、 ハガキーハガキの 場合は10796程度、 A 4 一 A 4 の 場合は10496程度を人力してください。） 

5. [コピー]ボタンを押してコピーを実行します。 

このように設をしてコピーすることで、周囲の白い部分を保持したままのコピーが巧能となります。 

なお、四辺フチなしコピー時に限らず、[コテイバイリツ]の中の[オートフィット]機能をご使用になる場合は、原稿の 
内容（色）でサイズを認識していることをご理解の上ご使用くださいますよう、お願いいたします。 







• 四辺フチなしコピー時は、用紙サイズより原稿のサイズを少しお大してコピーします。そのため、原稿の 
周囲がわずかにコピーされません。（原稿とコピー結果は完全には一致しません。）詳し<は、取扱説明書 
の38ページをご覧ください。 

•原稿のサイズと化力用紙のサイズが異なる場合のコピーについては、いくつかの組み合わせが[コテイバイリ 
ツ]の中に用意されています。 （ L 一八ガ羊、 L -> A 4、 八ガ羊一 A 4 など。） 

目的の組み合わせがある場合は、それを選択してコピーして<ださい。目的の組み合わせがない場合のみ、 
[オートフイット]をご使用ください。 
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四辺フチなしコピー/オートフイットに関するご注意 



• ••表面もお読みください 
















